　　【様式４】

【東京都提出用】

（提出は幼稚園法人及び特別支援学校法人）
令和７年度　学校法人等
基礎調査チェックリスト
	法　人　名
	
	法人番号
（５ケタ）
	
	
	
	
	

	作成者名
	
	電話番号
	


　
	【お願い】

このチェックリストは、調査票の各項目の金額及びその他の記載事項について、特に誤りの多い事項について確認していただくためのものです。調査票（学校法人等の概要、資金収支計算書及び事業活動収支計算書、貸借対照表）を提出する際に、併せてご提出ください。
なお、不明な点については、下記までお問い合わせください。
　東京都生活文化局私学部私学行政課　学校会計指導担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　０３（５３８８）３１９５

	【記入上の注意】
１　（　　）内に金額を記入し、金額の一致を確認後、右端の欄に「○」の表示をしてください。

２　金額のない記載事項については、確認後、右端の欄に「○」の表示をしてください。


【チェック項目】
	１
全
般
的
事
項
	①　金額の単位　→　円単位とする。
	

	
	②　列（部門）・行（科目）違い　→　部門・科目の確認及び縦・横の検算
	

	
	③　金額の訂正　→　白の修正液で消した上に、正しい金額を記入
＝　での訂正不可、訂正印は押印しないこと
	

	
	④　複写の方法等　→　原本を含め２部作成し、うち１部（原本）を提出すること
　　　　　　　　　　　提出物は片面印刷したものとする。　

コピー１部は各学校法人の控えとしてください。　
	

	
	⑤　計算書類の合計額と各調査票の合計額　→　一致すること
	

	
	⑥　計算書類のとおり調査票に記載　→　「総額表示・純額表示」はいずれも可
計算書類と同じ表示方法によること
	

	２学校法人等の概要
	①　「整理番号」の欄には記入しないこと
	

	
	②　「設置者別」、「法人等名」、「法人理事長・設置者等名」、「法人所在地」、「法人設立認可年月日」、「郵便番号」、「電話番号」の各欄に記入漏れ又は誤りはないか
※「設置者別」については、前年度５月１日現在、今年度５月１日現在の設置者別が記入されているか。学法の場合は「１」、学法以外の場合は「２」又は「３」となっているか。
	

	
	③　「所在地区分」、「学校種」、「男女校種」、「休校」欄に記入漏れ又は誤りはないか。
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	３資金収支計算書及び事業活動収支計算書
	①　「整理番号」の欄には記入しないこと
	

	
	②　「大科目の額と内訳の計」及び「計（合計）と大科目の額の計」が一致している。
	

	
	③　「学校法人等の概要」に記入した学校（幼稚園等）と同一の学校（幼稚園等）の経費が、それぞれの該当する学校（幼稚園等）に記入している。
	

	
	④　資金収支計算書（収入の部）の「ｋ前受金収入」から「ｎ前年度繰越支払資金」までの各科目について、学校法人としての総額を「総計」欄に記入している。

	

	
	⑤　資金収支計算書（支出の部）の「ｈ資産運用支出」から「ｋ翌年度繰越支払資金」までの各科目について、学校法人としての総額を「総計」欄に記入している。
	

	
	⑥　資金収支計算書（支出の部）の「収支差額」欄は、令和６年度が学法でない場合のみ記入
	

	
	⑦　資金収支計算書（収入の部）の「収入の部合計 eq \o\ac(○,Ａ)」（　　　　　　　　　　円）

→資金収支計算書（支出の部）の「支出の部合計 eq \o\ac(○,Ａ)」と一致。
	

	
	⑧　資金収支計算書（支出の部）の「ｋ翌年度繰越支払資金」（　　　　　　　　　　円）→貸借対照表資産の部の「流動資産（ｂ）の（１）現金預金と一致
	

	
	⑨　事業活動収支計算書の「ｍ前年度繰越収支差額」から「ｏ翌年度繰越収支差額」までの必要な各科目について、「総計」欄に記入している。
	

	
	⑩　事業活動収支計算書の「ｊ基本金組入前当年度収支差額」（　　　　　　　　　　円）
→「ｃ教育活動収支差額」+「ｆ教育活動外収支差額」+「ｉ特別収支差額」と一致
	

	
	⑪　事業活動収支計算書の「ｏ翌年度繰越収支差額」（　　　　　　　　　　円）
→貸借対照表の翌年度繰越収支差額と一致
	

	
	⑫　各計算書（支出の部）の「教育研究（管理）経費支出」、「教育研究（管理）経費」欄

→それぞれ「教育研究経費」＋「管理経費支出」、「教育研究経費」＋「管理経費」となっている。
	

	４貸借対照表
	①　「整理番号」の欄には記入しないこと
	

	
	②　「基本金（ｆ）」の各号別内訳　→　基本金の区分により記入すること
	

	
	③　「繰越収支差額（ｇ）」の各内訳　→　調査票の区分により記入すること
	

	
	④　「資産の部」の「合計 eq \o\ac(○,Ｂ)＝ａ＋ｂ」欄の金額（　　　　　　　　　　円）

→「負債、純資産の部」の「合計 eq \o\ac(○,Ｂ)＝ｅ＋ｆ＋ｇ」欄の金額に一致
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